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人
の
体
に
は
、汗
を
か
い
て
熱
を
体

の
外
へ
逃
が
し
、体
温
を
一
定
に
保
と

う
と
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。こ
の
体

温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
、体
温

が
上
が
っ
て
し
ま
い
、体
に
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
が
み
ら
れ
る
状
態
を「
熱
中
症
」

と
い
い
ま
す
。

目
ま
い
、立
ち
く
ら
み
、手
足
の
し
び

れ
、こ
む
ら
が
え
り
、大
量
の
汗
が
出
る

頭
痛
や
吐
き
気
、体
の
だ
る
さ
、意
識
が

も
う
ろ
う
と
す
る
、体
の
各
部
分
に
痛

み
を
伴
う
け
い
れ
ん
が
起
こ
る
、脱
水

症
状
に
よ
っ
て
汗
が
出
な
く
な
る

意
識
を
失
い
、体
内
の
臓
器
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
り
、時
に
は
命
を
落
と
す

危
険
な
状
態
に
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子
ど
も
は
大
人
に
比
べ
て
体
温
調
整

機
能
が
未
熟
な
た
め
、熱
中
症
に
な
り

や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

豊
里
こ
ど
も
園
で
は
、春
頃
か
ら
外

遊
び
を
多
く
取
り
入
れ
、毎
日
少
し
ず

つ
汗
を
か
く
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
を

暑
さ
に
慣
れ
さ
せ
て
い
ま
す
。外
出
時

は
、水
筒
を
近
く
に
置
き
、こ
ま
め
な
休

憩
と
水
分
補
給
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、首
ま
で
覆
う
帽
子
や
テ
ン
ト

に
よ
っ
て
、直
射
日
光
を
避
け
る
と
と

も
に
、危
険
な
暑
さ

が
予
想
さ
れ
る
日
に

は
外
遊
び
の
内
容
を

変
更
す
る
な
ど
、安

全
と
健
康
の
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
、暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を

感
じ
に
く
く
、不
調
を
周
囲
に
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。食

事
の
量
が
減
っ
た
り
、ぼ
ん
や
り
す
る

こ
と
が
増
え
た
り
と
い
っ
た
、普
段
と

異
な
る
様
子
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
施
設
で
は
、毎
日
の
天
気

や
気
温
を
館
内
放
送
で
伝
え
る
こ
と

で
、入
所
者
さ
ん
と
職
員
の
両
方
に
注

意
を
促
し
て
い
る
ほ
か
、暑
い
日
に
は
、

ゼ
リ
ー
や
か
き
氷
な

ど
の
お
や
つ
を
提
供

し
、小
食
の
人
で
も

無
理
な
く
水
分
補
給

で
き
る
よ
う
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

【
熱
中
症
対
策
】

   

私
た
ち
が
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
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職
場
の
安
全
確
保
と
作
業
効
率
の
向

上
を
目
的
に
、熱
中
症
対
策
が
義
務
化
さ

れ
る
以
前
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
予
防
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
、暑
い
時

期
に
は
休
憩
回
数
を
増
や
し
て
水
分
補

給
を
促
す
と
と
も
に
、危
険
な
暑
さ
の

日
に
は
従
業
員
や
協
力
会
社
の
皆
さ
ん

に
ア
イ
ス
を
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

近
年
で
は
、作
業
服
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

軽
量
で
通
気
性
の
あ
る
も
の
に
変
更
し

た
ほ
か
、工
場
屋
根
へ
の
遮
熱
シ
ー
ト

の
設
置
や
、天
井
へ

の
大
型
フ
ァ
ン
の

設
置
な
ど
、夏
場
で

も
安
全
に
作
業
で

き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

☎
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市公式ホームページ内「職員採用情報」や登米市採用情報サイト「パブリックコネクト」からダ
ウンロードできます

迫庁舎２階人事課または各総合支所市民課窓口で配布します。行政（病院事業）については、登
米市民病院南館１階医療局経営管理課で配布します

原則、登米市採用情報サイト「パブリックコネクト」からの電子申請としま
す。行政（病院事業）についてはLogoフォームからの電子申請とします。電
子申請が困難な場合はご相談ください。

・行政（病院事業）＝医療局経営管理部経営管理課（人事係）☎0220（44）4795
・上記を除く職種＝総務部人事課（人事研修係）☎0220（22）2145

共に登米市を支える仲間を募集します

令
和
８
年
定
例
会
２
月
定
期
議

会
が
２
月
２
日
に
開
か
れ
、固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

※
任
期
は
５
月
21
日
か
ら
３
年
間

人
事

往
来



09 2026.6

総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

まずは友だち登録を

➊

➋

➌➊

➋ ➌

　

市
は
、生
活
環
境
の
満
足
度
や

施
策
の
重
要
度
、市
の
目
指
す
べ

き
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
考
え
を
把
握
し
、第
二

次
登
米
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
ま

ち
づ
く
り
の
施
策
に
係
る
実
績
を

総
括
す
る
と
と
も
に
、令
和
８
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
三
次
登
米

市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
の
展

開
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て「
ま
ち
づ
く
り
市
民
意
向
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、18
歳
以
上
の
市
民
の

中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
５
千

人
を
対
象
に
、無
記
名
回
答
方
式

で
実
施
し
ま
す
。集
計
結
果
は
、個

人
が
特
定
さ
れ
な
い
形
で
後
日
公

表
予
定
で
す
。

　

調
査
対
象
者
に
は
、調
査
票
を

郵
送
し
ま
す
。調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
の
上
、調
査
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

６
月
１
日（
月
）〜
15

日（
月
）

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
全

世
帯
に
配
布
し
た「
と
め
地
域
サ

ポ
ー
ト
商
品

券
」
は
、
期
限

ま
で
に
忘
れ

ず
に
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、不
在

な
ど
に
よ
り

受
け
取
れ
な

か
っ
た
世
帯

の
商
品
券
は
、

地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
課
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

必
ず
事
前
に
連
絡
の
上
、来
庁
く

だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、商
品
券
の
利
用
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●

６
月
30
日（
火
）

平
日
／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

産
業
経
済
部
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
課

●

６
月
30
日（
火
）

左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら

回
答
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６
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営
管
理
係
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
町

寺
池
目
子
待
井
３
８
１
番
地
１

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

６
月
３
日（
水
）午
後
３
時

〜
４
時
30
分（
雨
天
中
止
）

河
川
の
清
掃

登
米
大
橋
か
ら
下
り

松
取
水
塔
ま
で水

辺
プ
ラ
ザ
船
着
場

（
登
米
町
寺
池
中
町
地
内
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

※
作
業
着
な
ど
、汚
れ
て
も
い
い

服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

上
下
水
道
部
水
道

施
設
課（
浄
水
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
２

６
月
５
日（
金
）午
前
10
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
30
分

登
米
市
管
工
事
業
協
同
組

合
駐
車
場（
登
米
町
寺
池
目
子
待

井
74
番
地
３
）

登
米
市
管
工
事
業

協
同
組
合

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
９
１
１

　

水
資
源
の
大
切
さ
を
多
く
の
人

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、水
道
に

関
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

➊
標
語
➋
作
文
➌
図

画
➍
習
字

➊
制
限
な
し
➋
➌
小
中

学
生
➍
小
学
生

➊
➋
➌
水
道
に
関
す
る
も

の
➍
小
学
１
〜
３
年
生
＝「
み
ず
」、

小
学
４
〜
６
年
生

＝「
水
道
週
間
」

➊
は
が
き

１
枚
に
１
点
➋
小

学
１
〜
３
年
生
＝

８
０
０
字
以
上
、

小
学
４
〜
６
年
生

＝
１
２
０
０
字

以
上
、
中
学
生
＝

１
６
０
０
字
以
上

➌
画
用
紙
四
つ
切

り
判（
54
㌢
×
38

㌢
）➍
半
紙

６
月

30
日（
火
）必
着

上
下
水
道

部
経
営
総
務
課（
経

な つ きめ ぐ み

　

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
期

間
、全
国
一
斉
に
水
道
週
間
の
取

り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。第
68

回
水
道
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
た
い
せ
つ
な 

水
道
守
ろ
う 

未

来
へ
と
」で
す
。

　

水
道
は
、私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。市
は

「
水
」「
水
道
」へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
、き
れ
い
な
水
と
美
し
い
自

然
環
境
を
守
る
た
め
の
事
業
に
参

加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　会場内では、登米産仙台牛や銘柄豚肉を使用し
た絶品グルメが楽しめるほか、市内産の精肉を販
売し、その場で焼いて楽しめるバーベキューエリ
アもご用意しています。
　さらに、市内団体によるステージイベントや「長
沼レガッタ」との同時開催により、食べて・観て・楽
しめる内容が盛りだくさんのイベントです。
　おいしいお肉を味わいに、ぜひご来場ください。

６月28日（日）午前10時から午後３時
長沼フートピアトヨテツの丘公園多目的

広場
※市役所迫庁舎からイベント会場まで、無料シャ
トルバスを運行します

登米市観光物産協会
☎0220（52）4648

　

石
ﾉ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念

館
で
は
、第
74
回
特
別
企
画
展「
高

橋
よ
し
ひ
ろ 

銀
牙
―
流
れ
星
銀

―
の
世
界
展
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

正
義
や
友
情
、勇
気
の
物
語
を
原

画
展
示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
前
期
／
６
月
21
日（
日
）

ま
で
▼
後
期
／
６
月
27
日（
土
）〜

８
月
23
日（
日
）

※
７
月
20
日（
月
・
祝
）に
サ
イ
ン

会
を
開
催
し
ま
す

大
人
７
０
０
円
、中
高

生
５
０
０
円
、小
学
生
２
０
０
円

石
ﾉ
森
章
太
郎
ふ

る
さ
と
記
念
館

☎
０
２
２
０（
３
５
）１
０
９
９
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物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
中
、

経
済
的
な
負
担
が
増
え
て
い
る
市

民
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、国
の「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」を
活

用
し
、水
道
を
利
用
し
て
い
る
契

約
者
を
対
象
に
、水
道
基
本
料
金

を
免
除
し
ま
す
。

な
お
、今
回
の
免
除
に
つ
い
て

は
、皆
さ
ん
か
ら
の
申
し
込
み
手

続
き
は
必
要
な
く
、水
道
メ
ー

タ
ー
の
口
径
に
応
じ
て
自
動
的
に

免
除
さ
れ
ま
す
。

給
水
契
約
を
結
ん
で
い
る

契
約
者

※
契
約
者
が
官
公
署
・
指
定
管
理

者
の
場
合
は
対
象
外
で
す

６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
請

求
分（
３
カ
月
）

免
除
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、入
居
者
の
皆
さ
ん
へ
の
請

求
金
額
か
ら
基
本
料
金
分
を
差

し
引
く
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

☎



HOTLINE

12

新田小学校では、４月８日に行われた入学式で、熊谷康
やす

信
のぶ

市長か
ら児童一人一人に木育鉛筆のセットが手渡されました。

　市は、市内小学校へ入学した全児童418人に対し、市
内産のFSC認証木材を活用して製作した鉛筆をセカン
ド・ウッド（木育鉛筆）として贈呈しました。
　この事業は、子どもたちが木に触れ合い、木と共に生
活することを通じて、自然を大切にし、おおらかにすく
すくと成長することを願い、新生児向けのファースト・
ウッド（はじめての木製品）の贈呈に続く取り組みとし
て本年度から実施。三塚莉

り

子
こ

さん＝新田小１年＝は「小
学校では、登米市の木でできた鉛筆を使いながら、勉強
を頑張りたいです」と笑顔で話しました。この事業は来
年度以降も実施する予定です。

伊藤哲
てつ

也
や

副知事と各市町の首長によるテープカットが行われ、
地域住民の安全・安心の向上を目指して開所を祝いました。

　「宮城県東部消防指令センター開所式」が４月４日、
石巻地区広域行政事務組合消防本部内で行われ、共同
運用する石巻市、東松島市、女川町、気仙沼市、南三陸
町、本市から関係者が出席し、消防・救急体制の強化に
期待を寄せました。
　同センターは、最新の通信・情報システムを備え、県
東部地域の消防・救急活動の指令拠点として機能し、市
町の枠を越えた迅速な応援出動や大規模災害に連携し
て対応することが可能になりました。熊谷康

やす

信
の ぶ

市長は
「地域の防災拠点として、未来の世代に安心を引き継げ
るよう取り組んでいく」と決意を新たにしました。

「心身ともに健康で、心豊かな子どもの育成」を教育・保育目標に
掲げ、子どもたちの健全育成を目指してスタートを切りました。

　「米山こども園開園式」が４月７日、同園で行われ、多
くの関係者や地域住民が出席し、地域の未来を担う子
どもたちの成長を支える新たな拠点の誕生を祝いまし
た。
　同園は、子どもたちが教育と保育の両面から充実し
た環境で過ごせるように、「米山幼稚園」と「よねやま保
育園」を統合。旧よねやま保育園の園舎を活用して開
園しました。PTA会長の細川凌

りょう

さん＝米山町中埣＝は
「園児が増えたので、活気あるこども園になってほしい
です。元気よくあいさつできるように育ってほしいで
すね」と、園児たちの健やかな成長を願っていました。



今月のホットライン
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初日には、回向柱の前で散
さ ん

華
げ

がまかれ、多くの人が大切に持ち帰
りました。最終日の５月31日午後３時にも実施されます。

　「創建千三百年大祭」が、４月12日から５月31日まで、
柳津虚空蔵尊で開かれ、多くの参拝客が訪れています。
　この催しは、今年、創建1300年の節目を迎えることを
記念して開催。秘仏の「前

まえ

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

虚
こ

空
く

蔵
ぞ う

菩
ぼ

薩
さ つ

」の特別公
開のほか、登米市産の杉で作られた回

え

向
こう

柱
ばしら

が本堂前に
建立され、訪れた人は柱に触れて、家族の健康や世界平
和などを願いました。鈴木千

ち

春
はる

さん＝迫町鉄砲丁＝は
「普段から神社巡りをしているので、貴重な御開帳の機
会を楽しみに来ました。これからも笑って楽しく過ご
せますようにと願いを込めて手を合わせました」と話
していました。

春の心地よい陽気の中、参加者は和気あいあいと会話を交わし
ながら、約２.２㌔のウォーキングコースを歩きました。

　「Vitality登米ウォークin東北新生園コース」が４月
９日に開催され、市内外から32人が参加しました。
　このイベントは、健康づくりへの意識向上と、ハンセ
ン病に対する正しい理解と知識の普及を目的に開催。
参加者は、園内に植樹された千本の桜が咲く風景を味
わいながら、園内の「御

お

歌
う た

碑
ひ

」「慰霊塔（三重の塔）」「しん
せい資料館」「睦

むつみ

橋」などを巡りました。相澤喜
き

久
く

夫
お

さん
＝栗原市＝は「昔は敷地内の施設に映画を見に来たこ
ともありましたが、最近は訪れるきっかけがなくて、今
回チラシを見て参加しました。桜を楽しみながら体を
動かせるいい機会になりました」と話しました。

今大会の仮装テーマは「80's」。出場者は、80年代をイメージし
た仮装やコスチュームに身を包み、来場者を楽しませました。

　「東北風土マラソン＆フェスティバル2026」（同実行
委員会主催）が４月19日、長沼フートピアトヨテツの丘
公園で開催され、多くのランナーや観客が訪れました。
　マラソンでは、フル、ハーフ、親子ラン、キッズラン、
５㌔ランの５種目に、18カ国45都道府県から集まった
4,594人が出場。ランナーは、春の陽気に包まれた長沼
を楽しみながら駆け抜けました。 会場内では「登米フ
ードフェスティバル」や「東北日本酒フェスティバル」
も同時開催され、競技として走る人、食事やお酒を楽し
む人、仮装で盛り上げる人など、来場者はさまざまな楽
しみ方でイベントを満喫しました。
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　私は鹿島台出身で、専門学校卒業後は東京のヘアサロ
ンに就職し、理容師として経験を積みました。20代半ばの
頃、同じ理容師である父が大病を患ったことをきっかけ
に、実家のある登米市へ戻る決意をしました。約２年半、
家業を手伝い、その後佐沼に「Kamitoko 縁」として独立
開業し、今年の７月で10年目を迎えます。
　２児の父として子育てに奮闘する日々の中、理容師と
いう枠にとどまらず「理容師×〇〇」という新しい可能性
を模索しています。中学校キャリアセミナーへの参加や
部活動への関わりを通して、地域の子どもたちと接する
機会も増え、人と関わることの大切さを実感しています。
　また、先を見据えてスキマ時間を活用し、ファイナン
シャル・プランニング１級や他の資格にも挑戦中です。将
来の基盤をしっかり築き、海外も視野に入れながら、人の
役に立てる存在を目指しています。これまで支えてくれ
た家族や、関わってくださった全ての方々への感謝を忘
れず、全力で楽しみながら一歩一歩前に進んでいきます。

初めて会って最初に思ったのは「かわい
い」ってことだね。妻がかわいいから新婚生活
も毎日ルンルン気分だったよ。

一緒にいて楽しかったから、いいか
なって思ったの。結婚して北海道に行ったんだ
けど、摩周湖の景色がとてもきれいだったよ。

畜産をしていて、牛とはけんかするけど
妻とはしないよ。牛はいい話し相手でもあるん
だけどね。モ～モ～ってしか言わないけど。

冗談を言い合って毎日笑ってるから
けんかにならないよ。私もまだ働いていて、夫
が家事を分担してくれてるから助かってるの。

★
お城が好きだから、姫路城や大阪城に

行ってみたいと思ってるんだ。
孫が帰ってくると、いっぱい話しをし

てくれるから、それが楽しみだね。
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自然や乗り物が大好
き！これからも元気
いっぱい！優しく大き
くなってね！

いっぱい食べていっぱ
い動いて大きくな～
れ！！

いつも元気いっぱいの
たくましい三女！たく
さんの笑顔をありがと
う♡家族みんなの癒し
です。

笑顔が可愛いくて元
気いっぱいのれお君。
いっぱいご飯食べて大
きくなって思い出たく
さん作ろうね！

　私の将来の夢は、子どもたちをお世話し、笑顔
にする幼稚園の先生になることです。
　私は、小学生になる前から小さい子の面倒を
見るのが好きでした。小さい妹の面倒を見てい
たら、家族に「よいお姉ちゃんだね」「さすがだ
ね」と褒めてもらい、とてもうれしい気持ちにな
りました。
　小学６年生になると、１年生と交流する機会
がたくさんありました。休み時間に１年生の教
室に行って遊んだり、掃除を手伝いに行ったり
しているうちに、私の中で一番楽しみなことに
なっていきました。そして、毎回休み時間に教
室に行くと、笑顔で私の名前を呼びながら駆け
寄ってきてくれる１年生の姿を見て、「子どもた
ちを笑顔にする幼稚園の先生になろう！」と思
うようになりました。
　幼稚園の先生になるために、周りを笑顔にし、
たくさんのことを学んで自分の力にできるよう
に頑張っていきたいです。

右の二次元コードを読み込み、申請してください
※申込状況により、掲載まで数カ月かかる場合があります

総務部市長公室（広報広聴係）　☎ 0220（22）2090
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●
市
は
、脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患

な
ど
の
原
因
と
な
る
高
血
圧
を
予

防
す
る
た
め
、特
定
健
診
で
尿
ナ

ト
カ
リ
比
の
測
定
を
し
て
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
は
、市
と
東
北

大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ

ン
ク
機
構
が
連
携
し
実
施
し
て
お

り
、今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。尿
ナ
ト
カ
リ
比
は
、尿
に
含
ま

れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の

割
合
を
示
す
指
標
で
、食
事
に
お

け
る
塩
分（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）と
野
菜

な
ど
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
の
バ

ラ
ン
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ナ
ト
リ
ウ
ム
に
は
血
圧
を
上

げ
、カ
リ
ウ
ム
に
は
血
圧
を
下
げ

る
働
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、摂
取

バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

令
和
７
年
度
の
市
特
定
健
診
で

は
、初
年
度
と
比
べ
、尿
ナ
ト
カ
リ

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

◉

☎

◉

☎

☎

☎

比
と
収
縮
期
血
圧
は
改
善
傾
向
か

お
お
む
ね
維
持
の
状
態
に
あ
り
ま

す
。特
定
健
診
受
診
者
の
平
均
年
齢

の
上
昇
と
比
べ
る
と
収
縮
期
血
圧

の
上
昇
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。引
き
続
き
、適
塩
と
、

野
菜
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
リ

ウ
ム
摂
取
を
増
や
し
、ナ
ト
リ
ウ
ム

と
カ
リ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
腎
機
能
低
下
な
ど
で
医
師
か
ら

カ
リ
ウ
ム
摂
取
を
制
限
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
医
師
の
指
示
に
従
い

ま
し
ょ
う

※
尿
ナ
ト
カ
リ
比
に
関
す
る
取
り

組
み
や
食
事
の
詳
し
い
ポ
イ
ン
ト

は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

㊌

㊋

㊌

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎
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各
講
習
会
の
５
日
前

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
いフ

ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

務
局

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

●
　

妊
娠
中
、出
産
、育
児
の
こ
と
に

つ
い
て
、み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
話

し
ま
し
ょ
う
。

６
月
24
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

迫
児
童
館

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

●

６
月
９
日（
火
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
予
約
）

み
ど
り
ご
園

み
ど

り
ご
園

☎
０
８
０（
５
７
３
４
）２
５
６
８

●

６
月
16
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
予
約
）

●
　
「
ま
ご
ま
ご
コ
ー
ス
」を
同
時
開

催
し
ま
す
。祖
父
母
の
参
加
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
入
浴（
実
技
）、

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

主
に
が
ん
治
療
等
に
伴
う
外
見

の
変
化
に
よ
る
苦
痛
を
軽
減
し
、

自
分
ら
し
い
日
常
生
活
を
送
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。外
来

は
予
約
制
で
、相
談
は
無
料
で
す
。

市
民
病
院
に
通
院・
入

院
中
の
人
、ま
た
は
他
院
で
治
療
中

の
市
民（
が
ん
患
者
ま
た
は
家
族
）

市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

市
民
病
院
地
域
医
療
連
携

セ
ン
タ
ー
２
階
が
ん
相
談
支
援
室

市
民

病
院
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
外
来

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

地
域
で
育
児
の
手
助
け
が
で
き

る
人（
協
力
会
員
）が
、育
児
の
手

助
け
を
必
要
と
す
る
人（
利
用
会

員
）を
援
助
す
る
活
動
で
す
。

●
　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人
で
、

市
が
主
催
す
る
協
力
会
員
講
習
会

を
受
講
し
た
人

●

６
月
17
日（
水
）、10
月
14
日

（
水
）、令
和
９
年
１
月
20
日（
水
）／

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
15
分

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階

中
会
議
室

無
料

６
月
17
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

東
和
総
合
支
所
３
階
大
会

議
室

20
人（
先
着
順
）

６
月
15
日（
月
）

東
和
・
登
米
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、孫
育
て

６
月
17
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
前
日
ま
で
要
予
約
）

◉

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

●

６
月
18
日（
木
）、７
月
２

日（
木
）／
午
前
10
時
〜
正
午

実
施
日
の
１
週
間
前

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
疾
病
対
策
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
９

●

７
月
１
日（
水
）▼
家
族
教

室
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
個

別
相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

６
月
24
日（
水
）

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）

※
託
児
不
可

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８
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登
米
市
レ
ク
ダ
ン

ス
連
絡
協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
２
１

●

看
護
師
養
成
施
設

に
在
学
し
、将
来
看
護
師
と
し
て

市
立
病
院
な
ど
に
勤
務
し
よ
う
と

す
る
人

７
人
程
度

月
額
10
万
円
以
内

貸
付
決
定
月
か
ら
、

看
護
師
養
成
施
設
を
卒
業
す
る
月

ま
で（
施
設
の
修
学
年
数
を
限
度
）

※
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、償

還
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す

●

看
護
師
奨
学
金
貸

高
校
生
絵
画
展
Ｉ
Ｎ
登
米
市

２
０
２
６
の
受
賞
作
品
を
展
示
し

ま
す
。高
校
生
が
描
い
た
若
さ
あ

ふ
れ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
９
日（
火
）〜
21
日（
日
）

／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

髙
倉
勝
子
美
術
館
桜
小
路

【

一
般
２
０
０
円
、高
校

生
１
５
０
円
、小
中
学
生
１
０
０
円

髙
倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

市
内
各
町
の
レ
ク
ダ
ン
ス
・

サ
ー
ク
ル
の
会
員
が
集
ま
り
、練

習
の
成
果
を
発
表
し
、来
場
者
が

交
流
を
深
め
る
会
で
す
。

６
月
３
日（
水
）／
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

オ
サ
ベ
フ
ー
ズ
迫
体
育
館

▼
第
１
部「
誰
で
も
簡
単
で

楽
し
く
踊
れ
る
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま

し
ょ
う
」▼
第
２
部「
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
」各
サ
ー
ク
ル
発
表

▼
第
３
部「
お
楽
し
み
タ
イ
ム
」

無
料

※
初
心
者
大
歓
迎

上
靴
、飲
み
物

付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者

７
人
程
度

20
万
円
以
内

無
利
子
貸
付
と
し
、

看
護
師
奨
学
金
貸
付
の
最
後
の
月

か
ら
10
年
以
内
に
償
還

※
償
還
免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

◉

２
人

郵
送
ま
た
は
持
参

書
類
お
よ
び
面
接

（
７
月
中
旬
予
定
）

６
月
30
日（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

医
療

局
経
営
管
理
部
経
営
管
理
課（
管

理
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
下
田
中
25
番
地

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
７
９
５

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

➊

➋

➌

☎
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北
上
川
の
水
位
が
上
昇
し
た
際

に
、川
の
水
が
田
ん
ぼ
や
住
宅
地

へ
逆
流
す
る
の
を
防
止
す
る
排
水

樋
管
の
月
点
検
お
よ
び
出
水
時
に

施
設
操
作
す
る
操
作
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
北
上
川
の
水
位
が

上
昇
し
た
場
合
に
樋
管
ゲ
ー
ト

の
操
作
、水
位
観
測
▼
定
期
点
検

（
ゲ
ー
ト
の
動
作
確
認
等
を
年
間

10
回
、１
・
２
月
を
除
く
毎
月
１

回
）▼
臨
時
点
検（
地
震
が
発
生
し

た
場
合
ゲ
ー
ト
の
動
作
確
認
等
、

そ
の
都
度
実
施
）

次
の
全
て
に
該
当
す
る

人
▼
登
米
町
在
住
の
成
人
▼
毎
月

１
回
の
点
検
と
、北
上
川
の
水
位

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

が
上
昇
し
て
八
反
排
水
樋
管
の
操

作
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
、休
日

昼
夜
間
問
わ
ず
対
応
が
可
能
▼
毎

年
秋
に
開
催
さ
れ
る
操
作
員
講
習

会
に
出
席
が
可
能

２
人

八
反
排
水
樋
管（
登

米
大
橋
左
岸
に
あ
る
河
川
管
理
施

設
）

７
月
１
日
か
ら
令
和
９
年

３
月
31
日
ま
で

※
更
新
あ
り

月
額
１
万
４
千
円
程
度

※
実
操
作
手
当
、講
習
会
手
当
は

別
途
支
払
い

履
歴
書
を
郵
送
し
て

く
だ
さ
い（
写
真
貼
付
・
応
募
動
機

を
記
載
）

６
月
１
日（
月
）必
着

国
土

交
通
省
北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

米
谷
出
張
所

〒
９
８
７
―
０
９
０
２
／
東
和
町

米
谷
字
古
舘
５
番
地
４

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
２
１
１

　

東
日
本
放
送
主
催「
み
や
ぎ
ふ

る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」の
応
募
作
品

を
募
集
し
ま
す
。応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
が
あ
り
ま
す
。

観
光
、物
産
、伝
統
、

人
物
、歴
史
、自
然
な
ど
、登
米
市

の
自
慢
や
魅
力
を
表
現
し
た
未
発

表
の
作
品

本
編
30
秒

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
や
団
体

６
月
26
日（
金
）

※
作
品
の
提
出
期
限
は
９
月
11
日

（
金
）で
す

➊
氏
名（
団
体
は
団

体
名
と
代
表
者
）
➋
住
所
➌
電
話

番
号
➍
職
業
ま
た
は
学
校（
学
年
）

➎
作
品
タ
イ
ト
ル（
仮
称
可
）➏
作

品
の
大
ま
か
な
内
容
を
任
意
の
様

式
に
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰

属
し
ま
す

※
制
作
、編
集
・
加
工
の
費
用
は
、

全
て
応
募
者
負
担
と
な
り
ま
す総

務

☎ ☎ ☎ ☎

部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

死koho@
city.tom

e.m
iyagi.

jp　

税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
、国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

➊
令
和
８
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
後
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和
９
年
３

月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
➋
人
事

院
が
➊
に
準
ず
る
と
認
め
る
人

６
月
12
日（
金
）か
ら

24
日（
水
）ま
でイ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み

９
月
６
日（
日
）

仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
３
６
）

▶

▶

▶

▶

▶

☎
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づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
ふ
る
さ
と
定
住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　

専
用
の
車
両
内
で
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
基
本
操
作
な
ど
を
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
と
、気
に
な
る
こ
と
を

相
談
で
き
る
個
別
相
談
会
を
無
料

で
開
催
し
ま
す
。貸
出
用
ス
マ
ホ

を
用
意
し
ま
す
の
で
、ス
マ
ホ
が

な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

６
月
１
日（
月
）〜
30
日

（
火
）▼
セ
ミ
ナ
ー
➊
午
後
１
時
15

分
➋
２
時
15
分（
各
45
分
）▼
個
別

相
談
➊
午
前
11
時
15
分
➋
午
後
３

時
15
分（
各
45
分
）

※
金
・
土
・
日
曜
日
を
除
く

▼
月
・
火
曜
日
＝
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
佐
沼
中
央
入
口
前
▼
水
・

木
曜
日
＝
み
や
ぎ
生
協
加
賀
野
店

駐
車
場

※
専
用
車
両
内

▼
セ
ミ
ナ
ー
＝
各
回
３
人

▼
個
別
相
談
＝
各
回
１
組（
３
人

ま
で
）

実
施
日
の
前
日
午
後

５
時
ま
で
要
予
約

電
話
か
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い　

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
保
健
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

死kenkosuisin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
返
礼
品

を
提
供
し
た
い
新
規
事
業
者
向
け

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。返
礼

品
と
し
て
商
品
を
提
供
す
る
こ
と

で
、全
国
の
人
の
目
に
触
れ
、販
路

拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ

い
。

新
た
に
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
返
礼
品
の
出
品
を
検
討
し

て
い
る
市
内
の
事
業
者

６
月
17
日（
水
）➊
午
前
10

時
〜
11
時
➋
午
後
２
時
〜
３
時

※
➊
と
➋
は
同
じ
内
容
で
す

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

大
会
議
室

６
月
12
日（
金
）

電
話
か
下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
いま

ち

　

専
門
講
師
が
、効
果
的
な
歩
き

方
や
自
宅
で
で
き
る
運
動
を
レ
ッ

ス
ン
し
ま
す
。１
回
だ
け
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

６
月
11
日（
木
）、７
月
２

日（
木
）、８
月
６
日（
木
）、９
月
10

日（
木
）、11
月
５
日（
木
）、12
月
10

日（
木
）、１
月
７
日（
木
）、１
月
28

日（
木
）、２
月
18
日（
木
）、３
月
11

日（
木
）／
午
前
10
時
〜
11
時

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
セ
ン

ト
ラ
ル
コ
ー
ト

無
料35

人（
申
込
先
着
順
）

５
月
29
日（
金
）

※
定
員
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は

随
時
募
集
し
ま
す

タ
オ
ル
２
枚
、飲
み
物

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎
０
８
０
０（
１
１
１
）９
４
４
２

（
受
付
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
本
事
業
は
、市
が
民
間
事
業
者

へ
の
委
託
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

で
す

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
D
X
推
進
室（
D
X
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
６
７

令
和
９
年
度
に
市
内

で
芸
術
文
化
団
体
が
主
催
す
る
各

種
大
会（
音
楽
、伝
統
芸
能
、美
術
、

文
芸
な
ど
）で
、全
国
か
ら
大
会
参

加
者
を
募
集
し
て
実
施
す
る
事
業

次
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
で
、30
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
▼
補
助
対
象
経
費
の
２
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分
の
１
以
内
▼
全
体
経
費
か
ら
協

賛
金
を
除
く
諸
収
入
を
控
除
し
た

額（
補
助
対
象
額
）の
２
分
の
１
以

内
の
額
。た
だ
し
、そ
の
額
を
協
賛

金
が
上
回
る
場
合
は
補
助
対
象
額

か
ら
協
賛
金
を
控
除
し
た
額

９
月
30
日（
水
）

※
令
和
８
年
度
事
業
分
に
つ
い
て

は
受
付
を
終
了
し
て
い
ま
す

※
提
出
す
る
書
類
な
ど
に
つ
い
て

は
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い教

育

委
員
会
教
育
部
文
化
財
文
化
振
興

課（
文
化
財
文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

　
「
子
ど
も
に
継
が
せ
た
い
が
、何

か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
か
分
か

ら
な
い
」「
後
継
者
が
い
な
い
」「
会

社
を
売
り（
買
い
）た
い
」と
い
っ

た
悩
み
に
対
し
、国
の
機
関
で
あ

る「
宮
城
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
」の
専
門
相
談
員
が
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

７
月
10
日（
金
）▼
午
後
１

時
〜
２
時
▼
午
後
２
時
〜
３
時

市
役
所
中
田
庁
舎
会
議
室

市
内
の
中
小
企
業
、小
規

☎ ☎ ☎ ☎

㊏

◉

☎

㊐
◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐
◉

☎

模
事
業
者
、個
人
事
業
主

無
料７

月
３
日（
金
）

電
話
か
左
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
市
民
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

「
市
民
活
動
総
合
補
償
制
度
」を
設

け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、市
民
活
動

団
体
や
自
治
会
な
ど
、市
が
関
与

し
な
い
市
民
活
動
を
し
て
い
る
団

体
や
個
人
が
、無
報
酬
で
行
う
公

益
的
な
活
動
中
に
け
が
を
し
た

り
、誤
っ
て
第
三
者
を
負
傷
さ
せ

た
り
し
た
場
合
な
ど
の
不
慮
の
事

故
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
は
市
が
負
担
し
、保
険

会
社
と
契
約
し
ま
す
。

市
内
を
拠
点
と
し

て
継
続
的
、自
発
的
に
社
会
貢
献

活
動
に
従
事
し
、無
報
酬
で
公
益

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

個
人
や
団
体

※
例
え
ば
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
場
合
、運
営
等
を
す
る
ス

タ
ッ
フ（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
）は

対
象
に
な
り
ま
す
が
、参
加
者
や

応
援
者
等（
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
）

は
対
象
外
で
す

▼
市
民
活

動
の
区
分
＝
社
会
教
育
活
動
、社

会
福
祉
・
社
会
奉
仕
活
動
、地
域

社
会
活
動
な
ど
▼
具
体
例
＝
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、福
祉
施

設
で
の
援
護
活
動
、防
災
訓
練
、

町
内
清
掃
活
動
な
ど

※
対
象
に
な
る
活
動
を
す
る
た
め

の
会
議
や
準
備
活
動
、活
動
場
所

か
ら
住
所
地
ま
で
の
合
理
的
な
経

路
上
の
事
故
も
含
み
ま
す

※
活
動
の
内
容
や
目
的
に
よ
っ
て

は
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す

事
故
発
生
か
ら
30
日

以
内
に
、事
故
報
告
書
に
活
動
の

概
要
が
分
か
る
通
知
文
、お
知
ら

せ
、参
加
者
名
簿
な
ど
の
資
料
を

添
え
て
、最
寄
り
の
総
合
支
所
市

民
課
か
市
民
協
働
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

0220-23-8688下田中53番地8
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
樹
木

の
葉
へ
の
食
害
の
ほ
か
、洗
濯
物
や

建
物
に
付
着
す
る
な
ど
の
問
題
を

起
こ
す
不
快
害
虫
で
す
。発
生
し
た

場
合
は
、樹
木
所
有
者
が
責
任
を

持
っ
て
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
２
回（
例
年
６
月

中
旬
〜
７
月
中
旬
、８
月
中
旬
〜

９
月
中
旬
）

行
政
区
な
ど

で
地
域
共
同
駆
除
を
す
る
場
合
、

無
料
で
高
枝
切
り
ば
さ
み
や
動
力

噴
霧
器
な
ど
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。高
枝
切
り
ば
さ
み
は
、個
人
・

事
業
所
へ
も
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。借
り
た
い
場
合
は
、各
総
合
支

所
市
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

み
や
ぎ
の
明
治
村
の
歴
史
資
料

館
５
館
と
美
術
館
の
６
施
設
を
１

年
間
何
度
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

大
人
３
０
０
０
円
、高

校
生
２
２
５
０
円
、小
中
学
生

１
５
０
０
円
／
税
込

※
県
内
の
小
中
学
生
は
、土
日
、祝

日
、春
・
夏
・
秋（
対
象
校
の
み
）・
冬

休
み
は
児
童
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で

無
料
に
な
り
ま
す

と
よ
ま
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」

と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

６
月
13
日（
土
）▼
午
前
の

部=

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
▼
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校

▼
学
校
の
全
体
説
明
▼
校

内
見
学
ツ
ア
ー
▼
各
科
の
説
明
お

よ
び
訓
練
体
験
ほ
か

高
校
生
、社
会
人
、保
護

者
、高
校
等
の
先
生
な
ど

訓
練
体
験
を
希
望
す
る
場

合
は
、動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
大

丈
夫
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

下
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
先
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、気
仙
沼
高
等
技
術

専
門
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

気
仙
沼
高
等
技
術

専
門
校

☎
０
２
２
６（
２
２
）７
０
６
８

　

生
活
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、家

庭
の
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

困
り
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
４
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▼
豊
里
高
齢
者
趣
味
の
交

流
館
▼
石
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
南

方
総
合
支
所

登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

　

多
重
債
務
者
を
対
象
に
、弁
護

士
、司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律

カ
月
前
の
月
分
ま
で
に
な
り
ま

す
。未
納
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

加
え
て
、日
本
年
金
機
構
で

は
、20
歳
に
到
達
し
た
こ
と
で

国
民
年
金
に
初
め
て
加
入
す
る

人
に
対
し
、国
民
年
金
制
度
の

内
容
や
メ
リ
ッ
ト
、保
険
料
の

納
付
方
法
な
ど
を
説
明
し
た
動

画
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る

か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま

ま
、障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、「
保
険
料
免
除
制

度
」や「
納
付
猶
予
制
度（
50
歳

未
満
）」が
あ
り
ま
す
の
で
、市

役
所
各
総
合
支
所
市
民
課
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
度
分（
令
和
８
年

７
月
分
か
ら
９
年
６
月
分
ま

で
）の
免
除
な
ど
の
申
請
は
、７

月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、申
請
が
さ
か
の
ぼ
れ

る
期
間
は
、申
請
日
の
２
年
１

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

６
月
26
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

開
発
健け

ん

次じ

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

※
要
電
話
予
約

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８
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☎ ☎ ☎ ☎

　

借
金
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
個

人（
自
営
業
を
含
む
）か
ら
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。一
人
で
悩

ま
ず
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

無
料月

〜
金
曜
日
／
午
前

９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
５
時

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）東

北
財

務
局
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

　

人
権
擁
護
委
員
の
日
に
合
わ
せ

て
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

６
月
２
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
東
和
総
合
支
所
▼
米
山

公
民
館
▼
津
山
公
民
館

無
料

▼
仙
台
法
務
局
登

米
支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　

家
族
や
友
達
、仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
、安
心
で
き
る
場
で
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
９
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

Ｎ
Ｐ
О
法
人
ウ
ィ
メ
ン

ズ
ア
イ
女
性
相
談
員

６
月
８
日（
月
）午
後

４
時

Ｎ
Ｐ
О
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
イ

☎
０
８
０（
９
２
５
６
）０
０
３
５

死soudan@
w
om
enseye.net

６
月
23
日（
火
）、午
前
９

時
30
分
、11
時
、午
後
１
時
30
分
、

３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

無
料

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ

い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

（令和８年４月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ８ Ｒ７ 増減数

人身事故
発生件数 24件 15件 ９件

死者数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 35人 20人 15人

物損事故
発生件数 481件 433件 48件

※Ｒ８年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和８年４月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,753 9,059 9,456 18,515 （▲30）

登米 1,721 1,974 2,145 4,119 （▲6）

東和 2,130 2,496 2,526 5,022 （▲22）

中田 5,320 7,070 7,242 14,312 （▲14）

豊里 2,142 2,846 2,899 5,745 （▲14）

米山 2,756 3,827 3,905 7,732 （▲24）

石越 1,447 1,997 1,986 3,983 （▲2）

南方 2,734 3,717 3,881 7,598 （4）

津山 1,075 1,258 1,394 2,652 （▲7）

合計 27,078 34,244 35,434 69,678 （▲115）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

／
食
農
教
育
補
助
教
材
本
６
６
０

冊
、入
学
祝
品（
自
由
帳
）４
４
７

冊●
宮
城
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
登
米
支
部
様
／
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
テ
ー
ブ
ル
２
台

●
在
住
地
不
明
個
人（
匿
名
）様
／

切
手
・
は
が
き
２
万
４
１
４
１
円

分●
登
米
市
事
務
機
事
務
用
品
販
売

組
合
様
／
Ａ
４
カ
ラ
ー
ソ
フ
ト
ク

リ
ア
ー
ケ
ー
ス
４
２
０
個

●
行
政
書
士 

佐
藤
研
太
郎
様
／
旧

東
和
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
部
分
の
屋
根
修
繕
一
式

※
市
へ
の
寄
付
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
３
月
受
納
）

●
新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合
様
／

食
農
教
育
補
助
教
材
本（
児
童
用
）

20
冊
、食
農
教
育
補
助
教
材
本（
教

師
用
指
導
書
）５
冊

●
登
米
市
日
中
友
好
協
会
様
／
現

金
25
万
円

●
医
療
法
人
社
団
恭
謹
会
上
杉
皮

膚
科
医
院
様
／
図
書
４
０
０
冊

●
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合
様



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
運
動
の
習
慣
が
ほ
と
ん
ど
な

い
私
。長
年
の
出
不
精
が
た
た

り
、お
腹
が
デ
ブ
っ
て
き
た
た

め
、こ
の
春
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
始
め
て
み
ま
し
た
。熱
中

症
対
策
の
暑
熱
順
化
に
も
効
果

的
な
の
で
、特
集
担
当
者
と
し

て
途
中
で
投
げ
出
す
訳
に
は
い

か
な
い
と
、日
々
や
る
気
を
奮

い
立
た
せ
て
い
ま
す
。（
添
田
）

▼
優
し
く
懐
か
し
い
音
色
を
感

じ
な
が
ら
、と
め
・
く
り
は
ら
マ

ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を

取
材
し
ま
し
た
。練
習
室
に
入

る
と
、メ
ン
バ
ー
同
士
で
教
え

合
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
楽
器

を
奏
で
て
い
た
皆
さ
ん
。結
成

か
ら
25
年
。「
い
つ
か
青
根
温
泉

で
古
賀
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
」と

い
う
夢
、ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し

い
で
す
。（
森
田
）

▼
寄
り
添
い
半
世
紀
を
取
材
し

て
い
る
と
、夫
婦
の
か
た
ち
は

千
差
万
別
で
す
が
、共
通
し
て

感
じ
る
こ
と
は
幸
せ
だ
と
い
う

こ
と
。今
回
の
高
橋
さ
ん
夫
婦

は
、と
に
か
く
に
ぎ
や
か
。取
材

中
も
笑
い
声
が
絶
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。私
も「
い

つ
か
得
意
の
お
や
じ
ギ
ャ
グ
で

妻
を
笑
わ
せ
る
ぞ
」と
心
の
中

で
誓
い
ま
し
た（
高
橋
）

　指先から弾き出される繊細で美しく、そしてど
こか懐かしい音色で、聴く人の心を包み込む。「と
め・くりはらマンドリンクラブ」は平成13年に「と
めマンドリンクラブ」と「築館女子高マンドリンク
ラブOG会」が統合して結成。昨年、25回目の記念
定期演奏会を開催し、多くの観客を魅了した。
　メンバーは、登米市・栗原市出身者のほか、大崎
市など近隣地域からの参加もあり、現在13人で市
内を拠点に活動。定期演奏会のほかに、２年に１回
開催される東北マンドリンフェスティバルへの出
場や、各地区の敬老会、老人施設での演奏会など
地域に根ざした活動にも力を入れている。クラブ
代表の大場俊

とし

郎
ろう

さんは、「施設での演奏会は、涙を
浮かべて聴き入る人や手拍子をしてくれる人もい

る。『すごく良かったよ。また来てね』と声をかけて
もらえる瞬間が何よりの励みであり、メンバーの
原動力になっています」と穏やかな表情で語る。
　同クラブの魅力の一つが、大場さんが手がける
オリジナル曲。歴史的人物をイメージして作曲さ
れた作品は、高い評価を受け、その人物ゆかりの地
から招待されて演奏する機会もある。演奏は県内
外で披露し、地域の歴史や物語を表現する音は、多
くの人を引き付け、聴く人の心に響いている。
　「いつか、日本にマンドリンを広めた偉大な作曲
家『古賀政

まさ

男
お

』ゆかりの地、青根温泉で『古賀のメロ
ディー』を演奏したいです」。情感豊かな音色を奏
でる日を思い描きながら、これからも地域に寄り
添い、音楽の楽しさを届けていく。

☎


